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阿
南
高
専
の
活
動
報
告

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
学
生
ら
招
へ
い

学
び
と
交
流
に
満
ち
た
７
日
間

今
年
１
月
25
日
か
ら
31
日
ま
で
の
７
日
間
、
科
学

技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
支
援
を
受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

教
職
員
・
学
生
８
名
を
招
へ
い
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
ベ
ト
ナ
ム
商
工
短
期
大
学
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
）
よ
り

高
校
生
２
名
、
大
学
生
１
名
、
教
員
１
名
、
カ
オ
タ

ン
工
業
短
期
大
学
（
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
よ
り
大
学
生
３
名
、

教
員
１
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
は
ベ
ト
ナ
ム
商
工
省
所
管
の
短
期
大
学

で
、
ハ
ノ
イ
近
郊
フ
ッ
ク
イ
エ
ン
に
所
在
し
、
日
本

の
高
専
制
度
を
参
考
に
し
た
教
育
課
程
を
有
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
12
月
に
学
術
交
流
協
定
に
関
す

る
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

そ
の
最
初
の
具
体
的
交
流
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。
一
方
、
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
と
は
こ
れ
ま
で
継
続

的
な
交
流
実
績
が
あ
り
、
本
校
学
生
の
短
期
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

本
事
業
は
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
を
活
用
し
た

高
専
と
ベ
ト
ナ
ム
の
短
期
大
学
と
の
単
位
互
換
・
交

換
教
授
に
よ
る
集
中
講
義
・
共
同
研
究
の
フ
ィ
ー
ジ

ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
と
工
場
見
学
を
含
む
日
本
文
化

体
験
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
ま
し
た
。
短
期
間

の
滞
在
で
あ
っ
て
も
、
専
門
教
育
、
企
業
見
学
、
文

化
体
験
、
学
生
交
流
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
高
度
な
実
践
教
育
と
高
い
満
足
度
を
両
立
さ

せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
内
容

〈
初
日
〉
参
加
者
は
関
西
国
際
空
港
到
着
後
、
高
速

バ
ス
で
徳
島
へ
移
動
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
阿
南
市

国
際
交
流
協
会
主
催
の
新
年
会
に
参
加
し
、
阿
南
市

長
や
地
域
住
民
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

の
紹
介
や
餅
つ
き
体
験
な
ど
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み

で
交
流
を
深
め
る
温
か
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

〈
２
日
目
〉
校
内
で
開
始
式
を
実
施
し
、
歓
迎
挨
拶
、

自
己
紹
介
、
記
念
品
交
換
を
行
っ
た
あ
と
、
屋
外
に

掲
揚
し
た
日
越
両
国
の
国
旗
の
も
と
で
集
合
写
真
も

撮
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
富
岡

工
場
を
訪
問
し
、
大
規
模
な
生
産
設
備
や
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
本
校
電
気
コ
ー
ス
に
よ
る
超
短
パ
ル

ス
レ
ー
ザ
ー
加
工
実
習
を
実
施
し
、
参
加
者
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
製
作
を
通
じ
て
精
密
加
工

技
術
を
体
験
し
ま
し
た
。
続
く
機
械
コ
ー
ス
の
ペ
ー

パ
ー
タ
ワ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
本
校
学
生
お
よ
び

同
日
に
来
校
し
て
い
た
26
名
の
台
湾
の
学
生
と
の
混

成
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
１
枚
の
紙
か
ら
作
る
ペ
ー
パ

ー
タ
ワ
ー
の
高
さ
を
競
い
ま
し
た
。
言
語
や
文
化
の

違
い
を
越
え
て
協
力
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
、
「
共
創
」
の
意
識
を
育
む
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
夜
に
は
歓
迎
会
を
開
催
し
、
学
生
・

教
職
員
間
で
活
発
な
交
流
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

〈
３
日
目
〉
校
内
施
設
の
見
学
に
加
え
、
数
学
・
物

理
の
授
業
に
参
加
し
、
本
校
の
高
専
教
育
を
実
際
に

体
験
し
ま
し
た
。
午
後
は
徳
島
文
化
体
験
と
し
て
、

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
の
第
１
番
札
所
霊
山
寺
か
ら

第
２
番
札
所
極
楽
寺
ま
で
を
巡
る
お
遍
路
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
寺
院
建
築
に
強
い
関
心
を

示
し
、
お
守
り
や
お
み
く
じ
を
求
め
る
姿
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
阿
波
お
ど
り
会
館
を
訪
れ
、
本
場
の
阿
波

お
ど
り
公
演
を
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、
観
客
に
よ
る

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
488
回

＝
特
別
連
載
＝

小西	智也
（阿南工業高等専門学校
創造技術工学科
化学コース教授・
グローバル推進室長）
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踊
り
体
験
も
あ
り
、
地
域
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
参
加
学
生
の
一
人
の
踊
り
が
表
彰
さ
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

〈
４
日
目
〉
機
械
工
学
実
験
・
実
習
と
し
て
風
鈴
の

塑
性
加
工
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
校
の
特

色
あ
る
教
育
課
程
、
課
外
活
動
、
実
践
的
技
術
者
教

育
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
今
後
の
学
術
交
流
の
在

り
方
に
つ
い
て
教
員
・
学
生
を
交
え
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
日
亜
化
学
工
業
㈱
を
訪
問

し
、
徳
島
発
の
世
界
的
企
業
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
生
産

拠
点
を
見
学
し
ま
し
た
。
先
端
技
術
が
地
域
か
ら
世

界
へ
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

放
課
後
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
を
訪
問
し
、
ロ
ボ

コ
ン
で
活
躍
し
た
機
体
の
見
学
や
部
員
と
の
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
書
道
部
の
協
力
に
よ
り
書
道

体
験
も
実
施
し
、
参
加
者
は
思
い
思
い
の
文
字
を
書

き
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し
み
ま
し
た
。
授
業
だ
け

で
な
く
、
部
活
動
を
通
じ
た
学
生
交
流
も
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
大
き
な
特
色
と
な
り
ま
し
た
。

〈
５
日
目
〉
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
橘
湾
火
力
発

電
所
を
見
学
し
、
発
電
の
仕
組
み
だ
け
で
な
く
、
防

災
対
策
や
環
境
と
の
共
生
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

午
後
は
本
校
化
学
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
火
力
発
電
所

の
廃
熱
利
用
に
も
関
連
す
る
熱
電
素
子
の
発
電
実
験

を
体
験
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。
企
業
見
学
と
学
内
実
験
を
連
動
さ
せ
、

社
会
課
題
を
工
学
で
解
決
す
る
視
点
を
養
う
本
校
の

実
践
教
育
を
体
験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
建
設
コ
ー

ス
の
構
造
工
学
の
授
業
に
も
参
加
し
、
多
分
野
に
わ

た
る
高
専
教
育
を
体
感
し
ま
し
た
。

〈
最
終
日
〉
成
果
発
表
会
を
開
催
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
・

Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
学
生
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
滞
在
中
の
学

び
や
印
象
に
残
っ
た
経
験
、
将
来
へ
の
展
望
な
ど
を

英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
滞
在
期
間
の
中

で
得
た
学
び
を
的
確
に
整
理
し
、
自
信
を
も
っ
て
発

表
す
る
姿
か
ら
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
的
成
果
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
閉
講
式
で
は
修
了
証
書
を
授
与

し
、
本
校
教
職
員
・
学
生
の
見
送
り
の
も
と
、
参
加

者
は
大
阪
で
一
泊
し
た
後
、
翌
朝
帰
国
し
ま
し
た
。

■
成
果
と
今
後
の
展
望

今
回
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

実
験
・
実
習
を
重
視
す
る
高
専
教
育
の
特
色
を
、
体

験
型
学
習
を
通
じ
て
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
企
業
見
学
で
は
、
地

域
産
業
と
連
携
し
た
実
践
的
教

育
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う

機
会
と
な
り
、
文
化
体
験
で
は

日
本
社
会
へ
の
理
解
促
進
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。
参
加
学
生

の
成
果
発
表
か
ら
も
、
短
期
間

な
が
ら
高
い
学
習
効
果
と
満
足

度
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
学
生
か
ら
も
、

「
海
外
に
行
か
な
く
て
も
国
際

交
流
で
き
た
」
「
自
分
の
英
語

で
な
ん
と
か
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
」
「
部
活
体
験
を
喜
ん
で

も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
い

っ
た
声
が
聞
か
れ
、
貴
重
な
学

び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
部

活
動
交
流
や
実
験
・
実
習
の
共

同
作
業
を
通
じ
て
、
多
文
化
理

解
、
主
体
性
、
協
働
力
の
向
上

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
招
へ
い
事
業
を
契
機

と
し
て
、
今
後
は
学
生
交
流
の

継
続
、
共
同
研
究
の
推
進
、
単

位
互
換
や
交
換
教
授
制
度
の
具

体
化
な
ど
、
よ
り
発
展
的
な
教

育
連
携
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
阿
南
高
専
と
ベ

ト
ナ
ム
両
校
の
強
み
を
生
か
し
、

実
践
的
で
教
育
効
果
の
高
い
国

際
交
流
モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

塑性加工実習で風鈴を手作り

熱電素子による発電実験。火力発電との関連について考えた

昼食をともにする本校学生とベトナムの学生ら

書道部の手ほどきを受けて習字にチャレンジ




